
R5 地域こん談会まとめ

自治会名 こん談案件 回答内容 回答者 取組状況 取組状況の説明事項

1
亀岡地区
中部自治

会

亀岡駅南商店街等の活性化を進めるため
に、各商店街と亀岡市、商工会議所が活性
化検討会を開催してはどうか。

商店街への支援につきましては、市内創業者に対する「亀岡市創業支援助成金」
の他に、亀岡市が亀岡商工会議所に依頼しております「元気商店街助成金」や亀
岡商工会議所の窓口相談業務などを実施しているところです。
亀岡駅南地区の活性化につきましては、令和２年３月に地元のみなさんのご意見
も頂戴する中で策定いたしました。亀岡駅南周辺地区まちなみ・まちづくり構想に
沿って、駅前道路の拡幅や南郷公園整備、地域の公園整備などハード面を推進し
ているところです。徐々に整ってまいりますまちなみの中で、構想の実現、亀岡駅
南の活性化に向けて、今後、各商店街をはじめ、地元の皆様それぞれが主役と
なった、主体的・積極的なお取り組みが最も大切であると考えています。
そうした中で、活性化に向けた検討段階である委員会等につきましては、主役と
なる商店街の皆様に設置・運営いただくことが活性化への第一歩だと考えますの
で、積極的なお取り組みに期待いたしますとともに、市・商工会議所から、会議に
参画をさせていただき、駅南活性化に向け連携して検討していきたいと考えてお
りますので、よろしくお願いいたします。

産業観光
部長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

2
亀岡地区
中部自治

会

市道柳町線・京町線再舗装および紺屋町円
通寺横舗装工事について
　亀岡駅南周辺町なみ・まちづくり構想で歴
史的資産や文化的資産の保全・活用の方針
が出されていた、街路の修景として、経年劣
化した舗装材を張り替える「市道柳町通」
「市道京町通」の事業を速やかに実施してほ
しい。
　併せて、別途に要望を寄せていた「市道紺
屋町線円通寺横の砂利部分」の舗装を速や
かに実施してほしい。

a  市道柳町線及び京町線につきましては、亀岡駅南周辺地区の都市構造再編集
中支援事業を活用しまして、今年度舗装修繕を実施する予定です。
b  また、市道紺屋町加塚線の砂利部分につきましても、今年度、舗装工事を実施
する予定です。

まちづくり
推進部長

①実施 実施済みです。

3
亀岡地区
中部自治

会

西町水路三面張り工事について
　令和３年度「地域こん談会」において「西町
自治会」より「内丸公園横から朴田組裏」間
は水路が直角になっているため、土砂の堆
積が多く、その土砂に草木が育ち毎年の清
掃においても多大な労力を強いられること
を説明した。その結果、令和３年度に、浚渫・
草木除去等をしていただいたが、徐々に土
砂が堆積し続ける状況は変わらない。令和5
年度は自治会として川底を含む三面コンク
リート工事を要望する。

　排水路の改修工事につきましては、市内各所から要望をいただいているところ
であり、緊急性の高い、甚大な被害が発生する可能性がある箇所を優先的に、順
次実施しています。
　当該箇所につきましては、令和3年度土砂浚渫を行ったところであり、今回の三
面張りコンクリートの要望ですが、財源確保に努め、令和6年度の実施に向けて検
討してまいります。

まちづくり
推進部長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。
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4
亀岡地区
中部自治

会

春日橋・春日小橋の早期工事着工および南
郷池の浚渫について

　京都府が実施されています雑水川河川改修の南郷池より下流側につきまして
は、市道クニッテルフェルド通りに架かる春日橋および府道亀岡園部線に架かる
春日小橋の架け替え工事を伴う大規模事業であります。２橋のうち、下流の春日
橋の架け替えから取り組まれておりますが、春日橋は　人家が近接している中心
市街地内の橋梁で、橋を通過する市道クニッテルフェルド通りの交通量も多く、ま
た橋梁の地下にあるライフラインの移設も必要と聞いております
　春日橋については、現在、迂回路　計画の見直しも含めて橋梁構造の再検討を
実施しているところであると京都府より聞いており、工事開始時期は明らかにさ
れていません。
　一方、春日小橋については、令和３年度から３箇年計画で、府道亀岡園部線の整
備手法の検討業務である、まちづくり基本調査を亀岡市で実施しており今年度が
調査最終年となっております。　この調査内容との整合を図りながら春日小橋の
架け替えが早期に進むよう、引き続き京都府と連携してまいりたいと考えていま
す。
　南郷池の浚渫については、令和４年度の府民協働型インフラ保全事業の一次募
集分の回答として一旦、保留されましたが、出水期明けに現地を確認された結
果、土砂の堆積が認められなかったため実施しない旨の回答がなされています。
その後も河川管理者により定期的に土砂の堆積状態について確認をいただいて
いますが、現在のところ問題なしと聞いております。

まちづくり
推進部長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

5
亀岡地区
中部自治

会

【質問等】
排水路の改修工事を今年度実施してもらえ
ると聞いていたので溝掃除をしていなかっ
た。今年実施してもらうことはできないの
か。

再度現地確認を行い、工法も検討する中で、今年度に実施できないか検討しま
す。

まちづくり
推進部長

③検討 施工方法について今年度中に検討します
が、難しければ来年度に実施予定です。

6
亀岡地区
中部自治

会

追分町亀岡停車場線横断歩道で通行者の安
全確保
追分町亀岡停車場線横断歩道設置

横断歩道の設置については、自治会から令和５年度府民協働型インフラ保全事業
に応募されていますことから、公安委員会の判断・結果待ちにはなりますが、横断
歩道が設置出来る運びになり安全面から停留所の移設が必要となりましたら、セ
ブンイレブンほか関係者と協議を行って参ります。

まちづくり
推進部長

⑤困難
警察から不採択の報告がありました。

7
亀岡地区
中部自治

会

亀岡中学校排水処理能力確保のお願い
近年の度重なる集中豪雨の発生により、亀
岡中学校グラウンド横の住居の床下浸水が
懸念されている。問題の本質は、グラウンド
横の亀岡中学校の排水処理能力の問題と思
われる。
現地は内丸町と横町（東部自治会）との境界
になるが、対応をお願いしたい。

教育委員会としましては、中学校グラウンド横の道路や排水設備の状況について
確認を行ったところです。
グラウンド横の側溝については、住居の前から中学校敷地内を横断し、敷地東側
の側溝に放流をしています。放流先までの延長が長いため、十分な勾配を確保す
ることが難しい状況ですが、雨天時の水の流れを阻害しないように、他の側溝の
合流点に角度を付けて合流させるなどの対策を行いたいと考えています。

教育部長 ①実施
令和５年８月10日に対策工事完了しまし
た。
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8
亀岡地区
中部自治

会

その他各町からの要望事項
旅籠町天理教横へのカーブミラーの設置
旅籠町台場より「府道王子並河線」への左折
時の安全確保のため、ミラー設置を要望。

　交通安全施設については車両通行や歩行者通行に危険があるなど緊急性の高
い箇所から順次実施しています。
　当該箇所については、府道王子並河線への左折時に危険な状態であることを認
識しており、今年度設置に向けて、関係機関と協議してまいりたいと考えていま
す。

まちづくり
推進部長

①実施 実施済みです。

9
亀岡地区
中部自治

会

【質問等】
本町の枯れた竹やぶの処理について

今年度に亀岡市森林組合が竹を処理することも可能なウッドチッパーを導入する
こととなっています。自治会がどのような処理をされるのかについてご意見をお
伺いした上で、亀岡市森林組合に繋いでいきたいと考えています。

産業観光
部長

①実施
令和５年１０月１７日から１９日に処理済
です。

10
亀岡地区
中部自治

会

【質問等】
文化施設のあり方について

文化施設については「亀岡市における文化施設のあり方を考える懇話会」におい
て議論され、答申をいただいているところです。文化ホールについては、ガレリア
かめおかの響ホール・コンベンションホールを有効に活用できる方法を考えてほ
しいという意見がありました。また、ガレリアかめおか周辺に６００席程度の専門
的なホールを作ってほしいという意見もいただいているところです。文化資料館
は、ハザードマップでも浸水エリアであるため、移転すべきとのことでありました。
昭和40年代の建物であるため老朽化も激しく、耐震化できてないため、早急に
建て替える方向で検討しています。

市長
（生涯学習

部長）
③検討

ガレリアかめおかの響ホール・コンベン
ションホールを有効に活用できるよう、
調査業務を実施中です。

11
亀岡地区
中部自治

会

【質問等】
通学路の安全対策について、本町において
小学生と軽自動車がぶつかる事故があっ
た。保護者等と行政で連携して啓発を行っ
ていく必要があると考えるがどうか。

通学路の安全対策については、亀岡市通学路等交通安全プログラムに基づき、関
係所管課と連携を図り、環境整備に取り組んでいるところです。歩道を設置する
のは難しい部分もありますが、地域の皆様等の意見をいただく中で、安全な形を
考えていきます。

市長
教育部長

③検討 こん談会時の回答のとおりです

12
亀岡地区
中部自治

会

【質問等】
火葬場の整備について

審議会で火葬場の整備について検討され、余部町丸山に建設するのがよいとい
う答申をいただき、余部町丸山に建設することとして基本計画を行ったところで
す。現在、用地の境界確定業務を行っているところで完了すれば、事業スケジュー
ル等の計画見直しを検討した上で、地域の方々との合意形成を図りながら、基本・
実施設計を行い、工事を行って参ります。

市長
（市民生活

部長）
②実施予定

令和３年度から事業用地に関わる境界確
定業務を行っています。
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